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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

濱
田
傑
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
顎
関
節
症
と
そ
の
周
辺
疾
患
」

４
月
度
生
涯
研
修

日
時　

５
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）　
　

定
員　

１
２
０
人

講
師　

油
谷
純
子
氏
（
大
阪
国
際
短
期
大
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
６
千
円

内
容　

午
前
は
「
患
者
接
遇
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
医

療
安
全
管
理
研
修
含
む
）」、
午
後
は
歯
科
助
手
編
、

歯
科
衛
生
士
編
に
分
か
れ
て
受
講

※
１
日
通
し
参
加
が
原
則
で
す
。
終
了
時
に
「
修
了
証
」
を

発
行
し
ま
す
。
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

※
開
催
要
綱
、
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

４
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
半
〜
９
時

会
場　

東
大
阪
市
立
市
民
会
館　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
津
兆
雄
氏（
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病
学
講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

記
念
講
演「
臨
床
に
役
立
つ
歯
周
治
療
」

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会

ち
着
き
が
な
く
、
言
う
こ
と

を
聞
か
な
く
て
す
ぐ
キ
レ
る

子
で
心
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
子
の
こ
と
？
ぐ
ら
い
の

認
識
し
か
な
か
っ
た
。

　

Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
と
は
保
護
者

の
し
つ
け
や
愛
情
不
足
が
原

因
で
お
こ
る
心
の
病
気
で
は

な
く
、
中
枢
神
経
系
の
機
能

障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
発
達

障
害
で
あ
る
。
障
害
の
あ
ら

わ
れ
方
と
し
て
、「
不
注
意
・

多
動
・
衝
動
性
」
の
３
つ
が

あ
る
。
症
状
は
人
に
よ
っ
て

異
な
り
、
年
齢
を
追
う
ご
と

に
状
態
は
変
化
し
て
い
く
。

　

補
永
氏
は
、
治
療
の
標
的

は
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
の
基
本
症
状

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
じ

る
有
害
な
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
、
自
己
評
価
・
自
尊
感

情
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
と

し
て
、
治
療
の
ス
テ
ッ
プ
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
Ａ
Ｄ
／
Ｈ

Ｄ
児
の
対
応
と
し
て
、
不
要

な
物
や
机
を
教
室
か
ら
排
除

し
、
単
純
明
快
で
簡
潔
な
指

示
を
す
る
こ
と
。
１
対
１
で

話
せ
る
場
所―

逃
げ
場
の
用

意
を
す
る
こ
と
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
挙
げ
ら
れ
た
。

 

（
城
東
区
・
玉
川
尚
美
）

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
２
月
28
日
、「
ち
ょ
っ

と
学
ん
で
遅
め
の
新
年
会
」

を
大
阪
市
内
で
開
き
、「
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
概
略
と
鑑
別
、
対

応
に
つ
い
て
」
を
学
ん
だ
。

講
師
は
補
永
栄
子
氏
（
大
阪

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
児

童
青
年
精
神
科
）
で
、
参
加

者
は
40
人
。

　

最
近
、
教
育
現
場
や
子
育

て
の
問
題
で
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ

（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障

害
）
や
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ

と
い
う
と
な
ん
と
な
く
、
落

　

大
阪
の
春
の
風
物
詩
「
造

幣
局　

桜
の
通
り
抜
け
」（
今

年
は
４
月
15
日
〜
21
日
）。

　

「
通
り
抜
け
」
は
桜
が
満

開
に
な
る
４
月
中
旬
か
ら
１

週
間
の
期
間
限
定
で
一
般
に

開
放
さ
れ
る
。
造
幣
局
構
内

大
川
沿
い
の
約
５
６
０
メ
ー

ト
ル
に
は
３
７
０
本
が
咲
き

誇
り
、
毎
年
80
万
人
近
い
人

が
訪
れ
る
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
造
幣

局
の
所
在
地
で
あ
る
大
阪
市

北
区
天
満
の
大
川
沿
い
の
桜

は
、
昔
か
ら
景
勝
の
地
と
し

て
名
高
く
、
こ

の
地
一
帯
に
桜

が
咲
き
乱
れ
て

い
た
と
い
う
。

そ
こ
で
１
８
８

３
年
に
、
当
時

の
局
長
が
「
局

員
だ
け
の
花
見

で
は
も
っ
た
い

な
い
。
市
民
と

と
も
に
楽
し
も

う
で
は
な
い

か
」と
提
案
し
、

構
内
の
桜
並
木
の
一
般
開
放

が
始
ま
っ
た
。
昨
年
で
１
２

で
は
、
美
味
し
そ
う
な
匂
い

を
漂
わ
す
露
天
が
立
ち
並
ん

５
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
名

の
由
来
は
、「
桜
花
縦
覧
の

た
め
南
門
か
ら
入
り
、
造
幣

局
構
内
を
通
っ
て
北
門
へ
抜

け
る
」
と
い
う
。

　

駅
か
ら
入
口
に
向
か
う
道

と
「
飲
食
禁
止
・
禁
煙
」
と

な
っ
て
お
り
、
通
常
の
花
見

と
は
違
う
楽
し
み
方
が
味
わ

　

構
内
で
は
、
学
校
帰
り
の

学
生
か
ら
艶
や
か
な
和
服
に

身
を
包
ん
だ
女
性
な
ど
、
老

え
る
。
桜
は
白
っ
ぽ
い
も
の

か
ら
桃
色
の
も
の
ま
で
約
１

２
０
品
種
あ
り
、
そ
の
大
半

は
遅
咲
き
の
八
重
桜
で
あ

る
。

人
特
有
の
療
養
活
動
な
の
だ

ろ
う
か
。

 
（
事
務
局　

西
野
賢
治
）

若
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
春
の
風

物
詩
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ

の
中
で
も
目
立
つ
の
が
携
帯

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
人
た

ち
で
あ
る
。
懸
命
に
携
帯
電

話
に
保
存
す
る

光
景
は
、
ど
こ

で
も
桜
を
携
え

て
ス
ト
レ
ス
社

会
に
疲
れ
た
コ

コ
ロ
を
癒
し
た

い
と
願
う
現
代

明
治
か
ら
続
く
浪
速
の
春
の
風
物
詩

現
代
人
の
心
癒
す
３
７
０
本
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桜を携帯電話で撮影する人（写真は
昨年のもの） 　　　　　　　　　　

女性医師・歯科医師の会

ＡＤＨＤの対応について学ぶ

治療標的は自尊心の向上

日
時　

３
月
29
日
（
日
）

会
場　

保
険
医
会
館
・
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

内
容　

記
念
講
演「
戦
争
・
平
和
・
そ
し
て
憲
法
９
条
」（
講

師
：
品
川
正
治
経
済
同
友
会
終
身
幹
事
）、
映
画
上

映
「
蟹
工
船
」、
う
た
ご
え
喫
茶
ほ
か

費
用　

無
料
（
う
た
ご
え
喫
茶
の
み
参
加
費
千
円
）

※
保
育
室
あ
り
（
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
）

憲
法
９
条
フ
ェ
ス
タ 

in 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

日
時　

４
月
23
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

松
浦
章
氏
（
大
阪
損
保
革
新
懇
談
世
話
人
）

会
費　

無
料

学
習
講
演「
損
保
自
由
化
と
自
主
共
済
攻
撃
」

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
大
阪
懇
話
会
・
学
習
交
流
会

日
時　

５
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

西
村
英
紀
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
健
康
増
進
歯
学
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

記
念
講
演「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
合
併
症
と
し
て
の
歯
周
病
」

第
49
回
定
期
総
会

（表）都道府県の子ども医療費助成状況（通院の上限）
年齢（学年） 都道府県
中学３年 東京
小学３年 栃木、兵庫
就 学 前 31道府県
６ 歳 徳島
５ 歳 香川、鹿児島
４ 歳 山梨
３ 歳 富山、石川、熊本、沖縄
２ 歳 大阪、宮城、新潟、福井、佐賀

福祉医療費助成制度の予算推移
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263260

379379

281269

04年「制度再構
築」した場合の
当時の予測

04年の「制度再構築」が
なかった場合の試算

橋下府政

一
年
を
問
う

一
年
を
問
う

協
会
政
策
部

②

医
療
費
助
成
の
改
悪
断
念

府
民
の
声
が
制
度
を
守
る

　

橋
下
知
事
と
府
民
の
間
に

深
刻
な
矛
盾
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

毎
日
新
聞
が
１
月
に
実
施

し
た
世
論
調
査
で
は
、
橋
下

府
政
の
「
医
療
・
福
祉
」

「
産
業
振
興
」「
防
災
」
政

策
を
評
価
す
る
回
答
は
、
そ

れ
ぞ
れ
わ
ず
か
１
％
だ
っ

た
。
高
い
人
気
の
一
方
で
、

政
策
評
価
は
低
い
。
橋
下

「
改
革
」
で
府
民
の
命
や
健

康
が
削
ら
れ
る
こ
と
へ
の
不

安
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

橋
下
知
事
は
「
大
阪
維
新

プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」
に
基
づ

き
、
す
さ
ま
じ
い
府
民
施
策

の
切
り
捨
て
を
強
行
し
た
。

　

私
学
助
成
の
削
減
、
学
校

の
事
務
員
の
雇
い
止
め
、
子

育
て
手
当
て
の
縮
小
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
補
助
金
カ
ッ

ト
、
重
度
障
害
者
の
住
宅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
の
縮
減

…
。
数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が

な
い
。
そ
の
削
減
額
は
２
０

０
８
年
度
だ
け
で
２
４
５
億

円
に
及
ぶ
。

　

橋
下
知
事
は
さ
ら
に
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
福
祉
４

医
療
費
助
成
制
度
の
改
悪
を

打
ち
出
し
た
。
当
初
、
知
事

の
方
針
は
、
窓
口
負
担
１
回

５
０
０
円
を
１
割
と
し
、
障

が
い
者
・
乳
幼
児
の
所
得
制

限
を
厳
し
く
す
る
内
容
だ
っ

た
。
府
民
の
猛
烈
な
反
対
に

よ
り
、
09
年
度
予
算
案
の
提

出
段
階
で
、
窓
口
負
担
を
１

回
８
０
０
円
と
し
、
障
が
い

者
の
所
得
制
限
を
現
行
維
持

と
す
る
案
に
修
正
さ
せ
た
。

　

そ
れ
で
も
橋
下
知
事
は
、

全
国
最
低
の
府
の
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
（
表
）
の
所

得
制
限
強
化
を
維
持
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
８
０
０
０
人

の
子
ど
も
た
ち
を
制
度
外
へ

と
追
い
や
る
。
公
約
の
「
子

ど
も
が
笑
う
大
阪
」
ど
こ
ろ

か
、「
子
ど
も
を
泣
か
す
」

橋
下
「
改
革
」
だ
。

　

知
事
案
が
示
さ
れ
て
以
後

も
、
現
行
制
度
の
存
続
を
求

め
る
署
名
が
１
０
０
万
人
以

協
が
２
月
に
取
り
組
ん
だ
署

名
は
、
短
期
間
で
３
万
筆
以

上
を
集
約
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
で
、
橋
下

知
事
は
３
月
23
日
、
つ
い
に

現
行
制
度
改
悪
の
新
年
度
実

施
を
断
念
し
た
。

　

し
か
し
、
橋
下
知
事
は
４

医
療
費
助
成
の
改
悪
を
あ
き

ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
09

年
度
予
算
で
は
「
社
会
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
、（
中
略
）抜

本
的
見
直
し
を
行
う
ま
で
の

間
、現
行
制
度
を
継
続
す
る
」

と
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
措
置

だ
と
し
て
い
る
。引
き
続
き
、

医
療
費
助
成
制
度
の
存
続
と

充
実
を
求
め
る
府
民
的
な
運

動
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
間
、
４
医
療
費
助
成

制
度
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
て

き
た
。
高
齢
者
へ
の
助
成
は

原
則
廃
止
、
04
年
か
ら
は
一

部
負
担
金
を
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
４
医
療
費
助
成

の
予
算
は
府
の
予
測
額
の
２

６
０
億
円
を
大
幅
に
下
回

り
、
１
８
５
億
円
（
10
年
度

見
込
み
）
ま
で
削
減
さ
れ
た

（
グ
ラ
フ
）。橋
下
知
事
は「
持

続
可
能
な
制
度
に
す
る
」
と

う
そ
ぶ
く
が
、
こ
れ
以
上
の

予
算
削
減
の
必
要
は
ま
っ
た

く
な
い
。 

（
つ
づ
く
）

上
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
昨
年
９
月
議

会
で
は
、
制
度
維

持
の
請
願
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
協
会
や
社
保

造
幣
局
桜
の
通
抜
け

造
幣
局
桜
の
通
抜
け

で
い
る

が
、
南
門

を
く
ぐ
る


